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令和 6 年度 森林環境教育（演習林）分野 退職者 

「研究の歩み」と「主な研究業績」  

 

井倉洋二 

（附属演習林，農食産業・地域マネジメントプログラム 森林環境教育分野） 

 

１．経歴 

私は九州大学農学部林学科を 1983 年に卒業しました。高校時代は山岳部、大学時代は探検部に所属

して、洞窟探検に熱心に取り組んでいました。山や自然への志向から農学部を選び林学科を選びまし

た（林業がしたかったわけではありません）。当時の私の夢は洞窟探検家になることでした。そのため

に研究室は砂防工学研究室を（測量器械がたくさんあるという理由で）選び、卒論研究では（研究室

の教授が自由にやらせてくれたため）洞窟の地下水の研究（カルスト水文学）を独学でしました。  

大学院に行ったのは、洞窟探検家になるためには研究者になることが唯一の方法だと考えたからで

す。砂防学の分野には水文学がありましたので、山口県秋吉台をフィールドに修士課程ではそのまま

カルスト水文学の研究をしました。博士課程に進むと、カルストだけでなく森林と水の関わりを探求

する森林水文学の研究も同時に行うようになりました。1988 年に大学院の年限が終わったタイミング

で運よく九大の助手になることができ、演習林専任教員として秘境・椎葉村にある宮崎演習林や福岡

演習林に勤務しました。  

1998 年にご縁があり鹿児島大学に赴任しました。鹿大でも演習林の専任教員として、森林水文学、

カルスト水文学の研究をしていましたが、とあるきっかけから私の研究活動は大きく変貌しました。

看板のある研究室所属でなかったからできたことだと思いますが、それまでとは全く違う「森林環境

教育」という専門分野を掲げて、かつ研究よりも教育的活動に特化する形で歩んできました。  

 

２．演習林での森林環境教育活動 

きっかけは 1999 年、文部省が「全国子どもプラン」の 1 つとして、大学施設に子どもを対象とした

体験プログラムの実施を呼びかけたことから始まりました。演習林では職員たちと知恵を出し合って

自然体験や林業体験等のプログラムを実施し、その手ごたえから、その後の多様な取組へと発展して

いきました。キャンプ、沢登り、ネイチャーゲーム、イニシアティブゲーム、焚き火、ナイトハイク、

等々。子ども向けの遊びのプログラムや小中学校の授業の受け入れ、さらに大学の実習として、大人

向けプログラムとして、さまざまな体験活動を提供してきました。  

地元垂水小学校 5 年生の総合学習の時間では、2000 年度より演習林での体験活動を行っています。

プログラムは長年の試行錯誤の中から、沢登りをして川の始まりを見る「川の源流探検」、森林の働き
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や生き物の繋がりを知る「森の探検隊」、林業体験から人の暮らしと森林について学ぶ「きこりにチャ

レンジ」の 3 種類を実施しています。これら 3 つのテーマは、いずれも 1 日単位の体験学習で、指導

には当初演習林の教職員があたっていましたが、後に学生が担当するようになり、森林環境教育の指

導者養成という観点で学生にとって大きな学びの機会となり、授業としても実施されるようになりま

した。垂水小学校の総合学習は 24 年を経た現在も続いており、また、他の複数の小中学校の受入れも

行う等、地域で数多くの児童・生徒への体験プログラムと、大学生の指導・支援プログラムとして提

供してきました。  

子ども向けの自然体験には、もう 1 つ大学生が深くかかわったプログラムがありました。農学部の

「森林環境教育実習」と教育学部の「野外教育実習」という 2 つの授業の受講生（3 年生）が合同で

チームを作り、夏休みの子ども向けのキャンプ「我ら森人（もりんちゅ）」を企画・実施するというも

のです。学生たちは、子どもとキャンプができる楽しいイベントという認識で気軽に参加しますが、

実際にはプログラムの企画、準備に大変な苦労を経験します。本番では、子どもたちに安全に楽しん

でもらうという大きなプレッシャーを背負って臨む 3 日間の経験は、学生たちにこれまでに経験した

ことのない大きな成長をもたらしてくれます。この授業は 2001 年から 2017 年までの 17 年間行われ、

毎年さまざまなドラマを繰り広げる特色あるプログラムになりました。  

子ども向けプログラム、大学生向けプログラムと並行して、教員や大人向けの森林環境教育指導者

養成プログラムも実施してきました。学校教育に総合学習が導入され、森林やそれをとりまく環境の

問題をテーマとして取り上げる学校も少なくありませんが、このような問題を体験的に学ぶ場やその

ためのプログラムは十分に整備されていませんでした。そこで森林での体験学習による環境教育の進

め方をテーマに、さまざまな野外プログラムの体験や企画づくりの実習などを通して、参加者相互の

交流と学びを深め、学校現場や地域での森林環境教育に広く役立ててもらうことを目的とした講座を

開催しました。2003 年からは環境教育 NPO「くすの木自然館」との共催でより内容が進化した 3 日間

の講座「森林環境教育ワークショップ in たかくま」を開催しました。県教育委員会、垂水市教育委員

会、かごしまみどりの基金等との連携のもと、後に県の主催事業として引き継がれ、2017 年まで続き

ました。  

以上の森林環境教育活動をふりかえると、本物の自然体験から子どもたちの豊かな感性と知的好奇

心を育み、地域の学校教育・社会教育、そして大学の地域貢献活動という面でも大きな成果を上げて

きました。併せて、これらの活動に関わった本学の学生たちにとっては、自身を成長させる機会にな

りました。活動を通じてコミュニケーション力，表現力，想像力，企画力、責任感等、さまざまな能

力を向上させてきましたが、それらは日常的な大学の講義や実習では決してできないことでもあり、

「新しい大学教育の創造」につながるような活動であったと言ってもいいでしょう。  

 

３．垂水市大野地区での農村交流と地域づくり 

演習林での森林環境教育の取組を踏まえて、演習林の地元集落である垂水市大野地区に活動フィー

ルドを広げることとなりました。地域に軸をおいた活動は「大野 ESD 自然学校」での活動を契機に、
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地区の奉仕作業やお祭りへの参加、農業支援、伝統文化の継承、卒業生の移住と農村起業など、地域

との二人三脚の歩みは長きに渡り継続しています。さらに、大野地区だけでなく、南大隅町でのフィ

ールドワークなど、各地の農山漁村での交流と学びの機会が広がっていきました。  

2006 年に大野地区の学校（大野小中学校）が閉校になりました。大野地区は大正 3 年の桜島大噴火

の後に被災した各地の住民が集まってできた開拓の村で、住民の多くは演習林の林業労働を担い、演

習林内に住居と田畑を借地する住民もおり、演習林とともに 100 年余の歩みを刻んだ地域です。大野

小中学校は開拓当時からの歴史を持ち、最盛期には 190 人の子どもたちが通っていたそうですが、地

域の過疎化とともに児童生徒数は減少の一途をたどり、ついに 2006 年に閉校となりました。  

それまで演習林での森林環境教育に取り組んできた私たちは、この活動を地域とともに広げていき

たいと考え、大野小中学校の閉校を機に、学校施設を使った自然学校構想を垂水市に提案しました。

閉校後の地域の活性化を模索していた垂水市と大野地区住民との協議の結果、「大野 ESD 自然学校」

が市により設立されました。社会教育課の職員 2 名が配置され、夏休みを中心にキャンプ等の主催事

業を開催し、またこれまで演習林の活動だった小学校の総合学習受入れ等も自然学校事業として演習

林と連携して実施することになりました。自然学校のスタートとともに学生ボランティアサークル「た

かくま森人クラブ」を立ち上げ、自然学校の活動を支えるしくみを作りました。  

自然学校のフィールドは演習林と大野地区の両方にまたがります。これまで演習林での自然体験が

中心であった活動に、大野地区での農業や暮らしの体験活動が加わることにより、自然体験と暮らし

の体験という車の両輪が揃ったことになり、より深みと広がりのある環境教育プログラムとなりまし

た。たかくま森人クラブの学生たちは、自然学校の活動とともに大野地区住民との交流を深め、地区

の奉仕活動、お祭り等の行事に参加し、農作業のお手伝いもするようになりました。地区の伝統芸能

である「棒踊り」も踊り手として参加し、伝統文化継承の担い手としても活躍しています。  

学生の一部はこの活動と大野地区の魅力にどっぷり浸かり、卒業生の中には大野地区の住民になっ

たり、地域の若者たちとともに青年部活動に取り組む姿も見られるようになりました。田舎ならでは

の温かい人間関係や自然に囲まれた暮らしが、都会育ちの若者たちにも大きな魅力となったようです。

当初は環境教育という目的で始まった自然学校の活動ですが、実は「持続可能な農山村の地域づくり」

に深くつながっていることを実感するようになりました。そして、地域の自然や、自然と共生してき

た住民の暮らしの知恵や文化を次世代へ伝えていくことが、持続可能な未来社会にとって重要なこと

であるということを、私たちはこれまでの活動を通じて考えるようになりました。  

そこで 2013 年に、たかくま森人クラブの卒業生が中心になり、NPO 法人「森人くらぶ」を立ち上

げました。この法人は、高隈演習林の森林・自然と大野地区開拓の歴史の中で育まれた暮らしの文化

を資源として、地域の産業・教育・文化・福祉に貢献する新たなソーシャルビジネスを起業すること

により、豊かで持続可能な農山村社会の創出に貢献することを目的としています。学生が主体的に経

営に参加することにより、農山村でコミュニティービジネスを起業し、新たな生業を生み出すための

実践的な学びの場として、持続可能な地域社会の創出に貢献できる人材育成にもつながっているのが

大きな特徴でもあります。  
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このように演習林で始まった森林環境教育活動は、大野地区との連携により農山漁村の持続可能な

地域づくり活動へと繋がっていきました。これらは大学の教育研究と社会貢献を同時に実現するもの

で、全国の演習林の中でも最先端のユニークな取組であったと自負しています。自然体験や暮らしの

体験を通じた教育活動をベースにしながら、地域の資源を活かし、新たな価値を創造し、ソーシャル

ビジネスを興していくことで持続可能な農山漁村社会をつくっていく一連の活動や組織を「自然学校」

と呼びます（すでに何度も登場した言葉ですが、改めて定義するとこうなります）。演習林と大野地区

でのこれまでの活動をふりかえると、まさに自然学校の実践そのものだったと言ってもよいでしょう。 

 

４．こだわりの授業など 

私が上記の定義のような「自然学校」の世界に出会ってから、豊かで持続的な未来社会を創造する

ための新しい生き方として、仕事として大きく注目するようになりました。自然学校の世界と、そこ

に生きる人を学生たちに伝えたいと思い、2014 年に共通教育科目「自然学校へ行こう」を立ち上げま

した。各地で活動する自然学校実践者をゲスト講師に迎え、そこでの取組やその人の人生や想いを語

ってもらいます。シラバスには「この授業はあなたの人生を変えるかもしれません」と書いてますが、

これまで 11 年間で延べ 2000 人以上が受講し、学生の進路や生き様に少なからず影響を与えてきたの

ではないかと自負しています。  

同じく共通教育科目である「森・ひと・体験」は、2008 年から開講している演習林での 5 日間の合

宿授業で、森の中でのキャンプ生活とさまざまな自然体験活動を通じて、人と自然、人と人の関係に

ついて学びます。キャンプ、沢登り、ナイトハイク、ネイチャーゲーム、森の散策、焚き火、その他

のさまざまな自由活動など、プログラムは学生たちが主体的に組み立て、体験、ふりかえりと対話の

繰り返しで構成される内容は、学生たちに大きな楽しさと喜び、そして深い学びをもたらします。自

然の中で究極の学びをつくることを目標にしたこの授業は「世界一楽しい授業」と称しています。  

公開森林実習は、全国の演習林を有する大学で開講される単位互換科目で、本学では 2013 年から

「屋久島の森と人」「大隅の森と人」の 2 科目を連続する 8 日間の日程で開講しています。北海道から

沖縄まで多くの大学から学生が集まり、屋久島や大隅（演習林と大野地区）をフィールドに、現地を

歩き、実際のモノを見て、そこで暮らす人たちの話を聞き、全国から集まった仲間たちと対話しなが

ら学ぶという授業です。特に大隅では、演習林と大野地区をフィールドに、鹿大生や地域住民と交流

しながら農山村の暮らしと自然について学び、豊かで持続可能な農山村社会について考えるプログラ

ムで、たかくま森人クラブ学生の学びを全国の学生と共有するものです。多くの大学から学生が参加

し、交流と対話の中から学び合う授業は参加学生に大きなインパクトをもたらし、「人生が変わる 8 日

間の旅」と称しています。  

農山村フィールドワークは農学部の専門科目として 2017 年から開講しています。離島を除くと県

内で最も高齢化率の高い南大隅町をフィールドに、農業体験、農村交流、お祭りやイベントへの参加

等を通じて、農山漁村に残された自然と共生した暮らしの文化を学びます。この授業を通じて鹿児島

の農山漁村を好きになる若者を増やしたい、将来農山漁村に住みたい、関わりたいと思う若者や、自
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分の故郷の農山漁村へ帰る若者を増やしたい、という目標を持っています。これまでホームグランド

であった大野地区を離れ、県内の他の農山漁村へ出かけての活動になりましたが、受講生の多くは南

大隅の魅力にも引き寄せられ、授業後も個人的な交流が続いたり、南大隅へ移住する学生や卒業生が

現れました。さらにこの活動は他の地域へも広がり、県内では霧島市、奄美大島など、県外では熊本

県八代市、球磨村など、本授業を通じて多くの若者に農山漁村の魅力を伝えることができました。  

 

以上のように、私は演習林の専任教員を 27 年間勤める中で、演習林での森林環境教育活動、大野地

区での持続可能な地域づくり活動、さらにこれらから発展した自然学校の授業や農山漁村での授業な

ど、多様な教育的活動を行ってきました。その中で学生たちに伝えてきたことはたくさんありますが、

最終的には「主体的に生きる」ことと「自然体で生きる」ことの２つに集約できるように思います。

私自身も、今春大学を卒業して、新たな自然学校づくりにチャレンジしていきたいと考えています。  
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